
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会

之込
エミ

報
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集

会

の

お

品十同

男習

季子交
校の流

z家会
と庭

1科
み
を
中
心

~~-一__________________-J 

男
子
校
の
先
生
か
ら
と
り
く
み
の
状
況
を
き
き
、

男
子
校
で
の
家
庭
科
履
修
を
す
す
め
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
高
教
組
、
都
高
教
か
ら
の
報
告
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

四
月
六
日
(
土
)
午
後
一
時

t
四
時

戸
山
高
校
記
念
会
館

-
参
加
費
(
資
料
代
を
含
む
)
五

O
O円

都
パ
ス
都
立
障
害
者
セ
ン
タ
ー
前
下
車

電
話
O
三
・
三
二

O
二
・
四
三

O
一
(
一
戸
山
高
)

1

1
地
図
は
下
段
に

• と
キロ

-
と
乙
ろ

春

一
九
九
一
年
三
月
二
日

連
絡
先
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

2
1幻
|
日

婦

選

会

館

内

〒

1
5
1

振

替

東

京

九
l
一
九
一
八
九
一

発
f丁

し

り

せ
一
九
九
一
年
度
総
A 
ココE

学
習
交
流
会
に
続
い
て
、
閉
じ
会
場
で
午
後
四
時

か
ら
五
時
ま
で
行
い
ま
す
。

世
一
議
事
山
一
九
九

0
年
度
総
括

間
一
九
九
一
年
度
運
動
方
針

間
一
九
九

0
年
度
決
算
凶
一
九
九
一
年
度
予
算

問
一
九
九
一
年
度
世
話
人
間
そ
の
他

女
話
し
合
い

畠==========一
Ez--
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一==========一一一==========三一============鼠

州
一
九
九
一
年
度
の
会
費
は
四
月
六
日
の
総
会
川

酬
で
確
定
し
ま
す
が
、
世
話
人
会
で
は
会
費
改
訂
川

酬
の
提
案
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
年
額
三
五

O
O円
州

酬

を

お

早

め

に

お

納

め

く

だ

さ

い

。

州

週三=三一一三=====一一一一一一一一一一三一一一一一一一一一一一一一==一一一一一==一一一三三====================三至宝副

も

く

じ

集
会
の
お
し
ら
せ
・
・
・
.................... ・・・・・・・山

連
絡
会
報
告
・.•............................ 

・・・:凶

川
崎
市
立
工
高
訪
問
・..•................. 

・・・:・間

姫
路
淳
心
学
院
訪
問
・.....•.............. 

・・・・・・凶

世
話
人
会
報
告
・.......•.. 

・・・・・::・・・・・・・・・・・・・凶

一
九
九

O
年
を
ふ
り
返
る
会
報
告
:
:
:
:
;
:
旧

総
理
府
調
査
か
ら
・
・
・
・
・
:
・
.................... ・・旧

教
研
集
会
報
告
・
.............................. ・・附

婦
人
問
題
企
画
推
進
有
識
者
会
議
へ
要
望
・
:
問

中
教
審
の
「
審
議
経
過
報
告
」
に
つ
い
て
・
:
附(針お)
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一
、
民
間
女
性
会
議
(
円
・
げ
)
を
う
け
て

ロ
月
初
日
、
全
体
会
を
ひ
ら
き
左
の
条
件
に
つ
い

て
報
告
と
協
議
が
あ
り
ま
し
た
。

川

事

後

処

理

参
加
団
体
崎
、
参
加
者
数
約
四

O
O名
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
資
料
頒
布
数
約
一
三

O
O部
、
ユ
ニ
フ
エ
ム
募

金
及
び
集
会
関
連
収
支
決
算
、
「
決
議
」
の
処
理
に

つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
「
会
議
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
資
料
の
残
部
を
各
団
体
で
叩
部
以
上

引
き
・
つ
け
る
と
と
。
「
連
帯
と
行
動
」
の
未
払
い
金

(
別
万
円
)
処
理
の
た
め
に
も
、
販
布
に
つ
い
て
協

力
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
を
受
け
ま
し
た
。

山
海
部
総
理
へ
の
申
し
入
れ

山
を
'
つ
け
て
、
直
ち
に
面
会
を
申
し
乙
ん
で
い
た

日
取
が
急
に
き
ま
り
、
一
月
七
日
午
後
、
世
話
人
と

各
分
野
の
座
長
を
中
心
に
し
た
代
表
者
が
、
官
邸
に

首
相
を
訪
ね
、
民
間
女
性
会
議
の
「
決
議
」
を
手
わ

た
し
①
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部
を
法
的
に
強
化
す

る
乙
と
、
②
そ
れ
に
よ
り
、
た
と
え
ば
男
女
平
等
オ

ン
グ
ス
マ
ン
制
の
確
立
、
ユ
ニ
フ
ェ
ム
を
増
額
す
る

な
ど
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。
③
湾
岸
の
平
和
へ
の
憂

慮
な
ど
申
し
入
れ
「
連
帯
と
行
動
」
を
お
く
り
ま
し

た
。
総
理
は
「
女
性
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な

り
の
努
力
を
し
て
い
る
」
「
平
和
に
つ
い
て
も
同
感

で
あ
る
」
旨
、
答
え
ま
し
た
が
、
日
分
と
い
う
短
時

間
で
意
を
つ
く
す
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

矧
湾
岸
戦
争
開
戦
反
対
の
電
報

ー
・
口
の
開
戦
を
知
り
「
会
」
は
直
ち
に
、
ア
メ

リ
カ
・
イ
ラ
ク
大
統
領
、
国
連
デ
ク
エ
ア
ル
事
務
総

長
、
海
部
首
相
宛
に
左
の
電
報
を
う
ち
ま
し
た
。

「
イ
カ
ナ
ル
セ
ン
ソ
ウ
モ
ゼ
ッ
タ
イ
ハ
ン
タ
イ
、

ソ
ク
ジ
テ
イ
セ
ン
ヲ
セ
ツ
ボ
ウ
シ
マ
ス
」

凶
教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
分
野
の
活
動

A

N

H

K
へ
の
申
し
入
れ

1
月
8
日
「
決
議
」
を

N
H
K
へ
視
聴
者
広
報
室

を
通
し
て
申
し
入
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
事
務

局
長
山
口
み
つ
子
ほ
か
竹
内
か
つ
(
日
本
退
職
女
教
師

連
合
会
)
井
上
美
代
(
新
日
本
婦
人
の
会
)
安
藤
は

つ
え
(
有
職
婦
人
ク
ラ
ブ
全
国
連
絡
会
)
島
田
信
子

(
事
の
実
会
)
和
田
典
子
(
家
庭
科
の
男
女
共
修
を

す
す
め
る
会
・
家
庭
科
教
育
研
究
者
連
盟
)
で
し
た
。

B

日
本
民
間
放
送
労
働
組
合
連
合
会
の
訪
問

経
営
者
側
の
日
本
民
間
放
送
連
盟
の
対
応
に
は
限

界
が
あ
っ
た
の
で
、
内
情
も
知
り
た
い
と
考
え
て
労

組
を
た
づ
ね
、
内
容
を
牛
耳
っ
て
い
る
の
は
電
通
や

博
報
堂
な
ど
の
大
手
広
告
会
社
で
あ
り
、
視
聴
者
の

組
織
化
が
肝
要
な
ど
の
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

C
民
間
放
送
各
局
へ
の
文
書
送
付

(
1
/幻
)

D

日
本
書
籍
出
版
協
会
へ
の
申
し
入
れ

E

日
本
雑
誌
協
会
へ
の
申
し
入
れ

F

日
本
新
聞
協
会
へ
の
申
し
入
れ

G

文

部

省

D
i
G
は、

l
-
H
K
実
施
。
文
部
省
で
は
、
生

涯
学
習
局
長
、
婦
人
課
長
、
初
中
局
関
係
者
、
国
際

局
企
画
担
当
者
な
ど
「
決
議
」
対
応
の

8
名
の
方
と

話
し
合
い
、
男
子
校
な
ど
の
施
設
設
備
予
算
と
し
て

二
億
円
位
予
定
、
の
情
報
を
得
た
だ
け
で
し
た
。

二
、
育
児
休
業
法
制
定
促
進
の
申
し
入
れ

(
2
/
4
)

第
一
二

O
国
会
で
の
制
定
に
む
け
て
、
左
の
項
目

を
要
望
書
に
ま
と
め
、
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

①
両
親
の
い
ず
れ
か
対
象
、
最
低
一
年
。

②
原
職
復
帰
、
不
利
益
扱
い
禁
止
、
罰
則
。

③
休
業
中
の
生
活
保
障
。

④
官
民
同
時
制
定
施
行
。

三
、
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部
機
構
強
化
に
関
す

る
申
し
入
れ

政
府
、
婦
人
問
題
企
画
推
進
有
識
者
会
議
宛
に
、

右
の
申
し
入
れ
を
行
う
乙
と
を
き
め
ま
し
た

(
2
/
4
)

四
、
湾
岸
戦
争
の
速
や
か
な
停
止
を
訴
え
る
声
明

右
を
、
各
国
N
G
O
、
政
府
、
マ
ス
コ
ミ
、
各
界

宛
の
声
明
文
検
討
、
合
意
の
上
発
表
予
定
で
す
。

(
2
/
4
)
 

2 

川

崎

市

立

工

業

高

校

一

一

訪

問

記

.

石

川

由

紀

多
摩
川
の
ほ
と
り
に
建
っ
こ
の
高
校
は
、
只
今
大

改
築
中
。
改
築
後
の
平
成
五
年
か
ら
は
実
質
共
学
と

な
る
。
と
い
う
乙
と
は
、
設
備
(
ト
イ
レ
等
)
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
は
実
質
的
男
子
校
と
い
う

乙
と
で
あ
る
。
乙
の
よ
う
な
事
情
か
ら
同
校
で
も
家

庭
科
に
関
し
て
検
討
を
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
っ
て
き
た
。
そ
乙
で
引
年
度
よ
り
検
討
に
入

る
と
い
う
。
現
段
階
と
し
て
は
調
理
室
、
被
服
室
が

必
要
か
否
か
な
ど
、
全
く
白
紙
で
あ
り
、
引
年
度
中

に
決
定
し
、
翌
年
か
ら
取
り
か
か
る
計
画
と
い
う
。

文
、
今
、
改
築
中
の
企
画
の
中
に
は
家
庭
科
の
乙
と

は
入
っ
て
お
ら
ず
、
改
築
終
了
後
の
模
様
替
え
の
中

で
、
家
庭
科
関
係
の
施
設
・
設
備
を
考
え
て
い
く
と

い・っ。家
庭
科
が
男
女
必
修
に
な
っ
た
乙
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
尋
ね
た
と
乙

ろ
、
次
の
よ
う
に
応
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

+
現
在
、
全
く
や
っ
て
い
な
い
が
、
市
の
教
育
委
員

会
等
か
ら
の
通
達
で
、
そ
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。

+
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
だ
と
思
っ
て
い
る

が
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
か
、
ど
う
か
。
家
庭

教
育
の
分
ま
で
な
ぜ
高
校
が
|
|
。

+
家
庭
一
般
の
中
に
も
ワ
ー
プ
ロ
や
電
気
に
関
す
る

乙
と
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

+
生
活
一
般
が
と
り
や
す
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

次
に
家
庭
科
を
導
入
す
る
乙
と
に
よ
る
問
題
点
を

尋
ね
た
。

+
工
業
高
校
の
特
色
で
あ
る
通
産
省
の
技
能
資
格
の

特
典
|
|
電
気
主
任
技
術
者
三
種
ー
ー
を
と
ら
せ

る
の
に
か
な
り
の
時
聞
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
科
目
を
圧
ば
く
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う

し
て
ま
で
家
庭
科
を
や
る
の
は
疑
問
を
感
じ
る
o

e
今
で
も
余
っ
て
い
る
時
数
な
ど
な
い
の
だ
か
ら
、

何
を
削
っ
て
、
何
を
入
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

+
専
門
科
目
と
の
代
替
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ど

の
科
目
を
代
替
す
る
か
難
し
い
。

当
会
と
し
て
は
和
田
、
持
田
、
石
川
の
三
人
が
面

会
を
申
し
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
当
日
、
川
崎

市
立
高
等
学
校
家
庭
科
研
究
会
の
三
人
の
家
庭
科
教

師
と
合
同
で
の
面
会
と
な
り
、
後
半
は
、
同
会
が
作

成
し
た
「
工
業
高
校
の
家
庭
科
実
施
に
向
け
て
」
と

い
う
B
4
サ
イ
ズ
・
十
三
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
提
案
書

(
家
庭
科
の
現
状
解
説
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ま
で
)

と
、
当
会
の
冊
子
等
を
参
考
に
意
見
交
換
を
し
た
。

そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

+
工
業
高
校
の
先
生
に
は
、
家
庭
科
の
乙
と
を
余
り

よ
く
知
ら
な
い
人
が
多
い
か
ら
、
設
置
準
備
の
検

討
に
は
他
校
の
先
生
の
意
見
を
借
り
る
の
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

+
最
初
か
ら
何
も
か
も
、
と
い
う
の
で
な
く
、
一

i

二
年
で
追
い
つ
け
ば
い
い
、
と
い
う
く
ら
い
の
気

持
で
始
め
る
乙
と
も
考
え
て
は
?

'
時
間
数
は
今
で
も
足
り
な
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る

が
、
一
単
位
づ
っ
、
他
教
科
か
ら
も
ら
う
、
と
い

う
よ
う
な
考
え
方
は
い
か
が
か
。

'
実
施
の
前
年
度
か
ら
、
家
庭
科
の
先
生
を
お
く
気

は
な
い
の
か
、
と
の
問
い
に
、
決
め
て
は
い
な
い
。

そ
れ
は
学
校
の
範
噂
を
離
れ
る
、
と
の
と
と
o

e
四
単
位
と
い
う
乙
と
で
あ
る
が
、
二
単
位
や
れ
ば

い
い
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
家
庭
一
般
で
最
低
と

れ
だ
け
は
と
い
う
項
目
は
?
と
の
質
聞
に
は
、

実
質
一
単
位
二
十
八
時
間
く
ら
い
し
か
出
来
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
二
単
位
で
は
ほ
ん
と
う
の
教
育

は
出
来
な
い
。
生
活
を
考
え
る
大
切
な
教
科
な
の

だ
か
ら
、
ぜ
ひ
四
単
位
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

吋凶"i!Jli.tJ.ム晶、£ヨ鉱山弘司嶋崎J蝋縦後

別
れ
際
の
ひ
と
言
「
男
子
が
や
る
の
は
い
い
。
前

倒
し
を
や
り
た
い
」
に
、
私
は
期
待
す
る
。

3 



姫

路

淳

心

学

院

を

訪

問

.

姫

路

一
香
川

敦
子

一
一
月
五
日
、
姫
路
淳
心
学
院
(
カ
ト
リ
ッ
ク
系
男

子
中
・
高
)
を
訪
問
、
副
校
長
の
島
田
先
生
に
面
会

し
た
。
島
田
先
生
の
お
話
に
よ
る
と

l
l

「
中
学
で
は
家
庭
科
は
全
く
や
っ
て
い
な
い
、
高
校

花
関
し
て
は
、
今
回
の
改
訂
に
つ
い
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
ほ
か
の
男
子
校
と
も
話
し

合
っ
て
い
る
。
し
か
し
文
部
省
が
改
訂
す
る
と
い
っ

て
も
、
現
代
社
会
の
よ
う
に
定
着
し
な
い
乙
と
が
あ

る
の
で
、
家
庭
科
の
と
と
も
な
る
べ
く
様
子
を
み
て

か
ら
と
思
う
。
情
報
も
な
く
、
皆
目
わ
か
ら
な
い
」

す
す
め
る
会
の
紹
介
、
緑
パ
ン
フ
、
卯
年
の
会
報

等
を
差
し
上
げ
て
、
男
女
平
等
教
育
、
差
別
撤
廃
条

約
の
乙
と
、
男
女
で
学
ぶ
家
庭
科
の
内
容
な
ど
を
説

明
し
た
。
県
立
明
石
高
校
の
三
年
男
子
が
選
択
で
学

ん
だ
感
想
と
、
そ
れ
を
読
ん
だ
女
子
の
感
想
の
プ
リ

ン
ト
な
ど
も
。

そ
ん
な
と
と
が
あ
る
の
か
と
、
大
変
驚
か
れ
た
様

子
で
、
喜
ん
で
も
く
だ
さ
っ
た
。
今
後
検
討
す
る
時

に
は
連
絡
を
と
っ
て
下
さ
る
と
の
乙
と
で
、
期
待
を

持
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
進
学
の
問
題
、
経
営
上
の
問
題
か
ら
の

た
め
ら
い
も
あ
る
よ
う
で
、
女
子
教
員
は
出
産
育
児

が
あ
る
の
で
戦
力
に
な
ら
な
い
な
ど
の
話
も
出
て
、

ま
だ
道
は
け
わ
し
い
と
思
っ
た
。

…

世

話

人

会

報

告

…
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〈
十
二
月
二
十
二
日

V

主
に
次
の
三
点
に
つ
い
て
話
し
あ
い
ま
し
た
。

-
男
子
校
向
け
の
リ
l
フ
作
り
を
は
じ
め
て
い
ま
す

が
、
半
田
さ
ん
が
原
稿
を
持
参
さ
れ
ま
し
た
が
、
内

容
項
目
に
つ
い
て
の
(
企
画
の
段
階
で
の
)
疑
問
や

意
見
が
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
ζ

と
に
つ
い
て
話
し

あ
い
原
稿
の
検
討
は
次
回
に
な
り
ま
し
た
。

-
会
報
春
号
に
つ
い
て
は
、
内
容
の
乙
と
、
発
送
の

臼
ど
り
な
ど
に
つ
い
て
き
め
ま
し
た
が
、
経
費
節
約

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
も
あ
る
の
で
、
ペ
ー

ジ
数
を
今
後
は
原
則
と
し
て
8
ペ
ー
ジ
(
従
来
日
)

に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
、

8
ペ
ー
ジ

に
き
ま
り
ま
し
た
。

-
行
動
計
画
の
見
直
し
に
関
連
し
て
婦
人
問
題
担
当

室
花
、
も
の
申
す
必
要
は
な
い
か
し
ら
、
と
い
う
発

言
が
あ
り
、
実
質
的
な
平
等
が
進
ん
で
い
な
い
か
ら

申
し
入
れ
よ
う
。
と
い
う
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

-
そ
の
他
「
中
教
審
」
に
つ
い
て
は
一
月
の
宿
題
に

な

り

ま

し

た

。

(

持

田

ナ

ミ

)

八
一
月
十
九
日
〉

⑨
報
告
に
つ
い
て

①
総
理
府
の
「
女
性
に
対
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果

に
つ
い
て
②
共
修
を
す
す
め
る
会
が
所
属
す
る
「
国

際
婦
人
年
日
本
大
会
の
決
議
を
実
現
す
る
た
め
の
連

絡
会
」
の
「
教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
委
員
会
」
が
、

首
相
、
文
部
省
を
始
め
マ
ス
コ
ミ
諸
組
織
へ
「
男
女

平
等
」
に
つ
い
て
の
申
入
れ
を
会
見
・
郵
送
で
行
っ

た
乙
と
|
|
た
て
ま
え
と
し
て
賛
成
だ
が
放
送
・
編

集
基
準
の
中
に
「
男
女
平
等
」
の
項
目
を
特
設
す
る

乙
と
は
否
定
、
労
連
は
積
極
的
対
応
と

⑨
き
ま
っ
た
乙
と

会
報
春
号
の
内
容
担
当
、
原
稿
〆
切

⑨
討
議
し
た
乙
と

①
総
会
に
つ
い
て

会
場
、
テ
ー
マ
、
内
容
、
参
加
費
、
宣
伝
、
仕
事

分
担
等

②
男
子
校
向
け
リ
l
フ
原
稿
原
案
に
つ
い
て

(
榎
本
稲
子
)

4 

〈
二
月
十
六
日

V

A
V
情
報
東
京
都
で
は
定
員
枠
外
で
家
庭
科
教
員
が
五
名
採

用
さ
れ
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
は
教

員
増
の
予
算
に
つ
い
て
の
知
事
査
定
は
ゼ
ロ
で
、
別

の
や
り
く
り
で
採
用
に
な
っ
た
も
の
と
わ
か
り
ま
し

た
。
都
も
、
共
修
に
対
し
て
あ
ま
り
前
向
き
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

A
V
き
め
た
と
と

L
四
月
六
日
の
集
会
に
つ
い
て
。
会
場
、
タ
イ
ト
ル
、

報
告
者
交
渉
の
だ
ん
ど
り
、
よ
び
か
け
の
は
が
き

の
だ
ん
ど
り
な
ど
。

Z
中
教
審
に
意
見
書
を
出
す
乙
と
。

3.
圏
内
行
動
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
、
婦
人
問
題

企
画
推
進
本
部
参
与
K
手
紙
を
出
す
乙
と
。

4
男
子
校
む
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

一
般
向
き
に
読
み
や
す
く
す
べ
き
か
、
男
子
校
ア

ン
ケ
ー
ト
に
示
さ
れ
た
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
情

報
量
を
多
く
す
べ
き
か
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
を
対
象
の
中
心
と
し
な
が
ら

も
な
る
べ
く
読
み
や
す
く
す
る
と
い
う
方
針
を
き

め
ま
し
た
。

5
会
報
春
号
に
つ
い
て
。
用
紙
は
従
来
通
り
、
部
数

は
減
ら
す
と
と
に
し
ま
し
た
。

2
・
3
の
内
容
の
検
討
は
次
回
。
(
梶
谷
典
子
)

総
理
府
『
女
性
に
関
す
る
世
論
調
査
」
か
ら
一

一
「
男
性
の
地
域
社
会
の
活
動
や
家
庭
生
活
へ
の
…

一
参
加
を
す
す
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
一

一
考
え
方
に
「
同
感
す
る
」
七
0
・
四
%
(
男
性
一

一
六
八
・
ニ
第
、
女
性
七
二
・
一
%
)
、
「
同
感
し
一

一
な
い
」
九
・
一
%
(
男
性
二
7
0
%
、
女
性
一

一
六
・
九
M
m
)

間
「
男
性
の
地
域
活
動
や
家
庭
生
活
へ
の
参
加
に
一

一
必
要
な
対
策
」
と
し
て
「
学
校
で
そ
の
必
要
性
一

一
を
教
え
る
」
は
、
七
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
で
は
一

一

最

後

の

一

四

・

三

%

(

複

数

回

答

)

一

一
九
九
O
年
を
ふ
り
か
え
る
会
報
告

(
十
二
月
二
十
二
日
)

香
川

敦
子

雑
談
で
終
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
、
今
年
は
テ
ー

マ
を
き
め
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
と
い
う
乙
と
で
、

石
川
さ
ん
の
問
題
提
起
に
続
い
て
、
男
女
平
等
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。4器

*
男
女
平
等
と
い
う
言
葉
が
広
く
認
め
ら
れ
で
も
、

そ
の
内
容
が
う
や
む
や
で
は
い
や
だ
。
何
で
も
半
分

ず
つ
な
ら
平
等
と
考
え
ら
れ
て
は
困
る
。
女
と
か
男

と
い
う
「
」
を
は
ず
し
て
絶
対
値
で
の
イ
ク
オ
ー

ル
を
考
え
た
い
。
高
校
で
理
系
で
少
し
し
か
女
子
の

い
な
い
ク
ラ
ス
陀
い
た
。
卒
業
し
て
同
期
会
を
し
て

も
、
他
ク
ラ
ス
の
女
子
と
は
波
長
が
あ
わ
ず
、
同
級

で
あ
っ
た
男
子
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
も
異
質
な
感
じ

が
す
る
。
乙
れ
な
ど
は
お
互
に
本
当
の
平
等
観
が
で

き
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

-R今
国
立
で
女
子

大
が
あ
る
の
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
女
昔
は
お
茶

大
の
よ
う
な
女
子
大
の
方
が
就
職
に
有
利
だ
と
思
わ

れ
た
の
で
選
ん
だ
。
教
員
の
よ
う
な
平
等
に
み
え
る

職
場
で
も
そ
の
中
の
女
性
が
、
男
性
と
同
じ
側
に
立

っ
て
い
る
乙
と
で
平
等
で
あ
る
と
錯
覚
し
て
、
家
庭

科
に
関
す
る
本
質
的
な
平
等
論
な
ど
理
解
し
な
い
の

で
頭
に
き
て
い
る
。
安
東
京
都
の
公
立
高
で
男
女
比

を
五
0
・
五

O
に
す
る
乙
と
を
要
求
し
て
い
る
が
、

入
試
に
同
じ
点
を
と
っ
て
も
、
男
子
な
の
で
落
ち
る

と
い
う
乙
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
差
別
と
思

わ
な
い
か
と
き
い
た
ら
、
そ
の
比
率
を
強
く
主
張
し

て
い
る
人
は
、
差
別
と
恩
わ
な
い
と
断
言
し
た
。
が
、

わ
り
き
れ
な
い
と
乙
ろ
が
あ
る
。
世
問
題
が
あ
る
と

思
う
け
れ
ど
、
そ
の
現
物
で
働
い
て
い
る
先
生
が
、

男
女
比
が
く
ず
れ
る
と
平
等
に
と
い
う
教
育
が
し
に

く
い
と
い
わ
れ
る
な
ら
支
援
し
た
い
。
乙
の
頃
は
、

平
等
と
か
差
別
と
か
、
正
し
い
と
か
、
お
か
し
い
と

い
う
感
覚
で
う
け
と
め
る
乙
と
を
さ
け
て
、
争
わ
ず
、

否
定
せ
ず
、
調
子
を
合
せ
て
、
さ
ら
さ
ら
、
ぬ
ら
ぬ

ら
と
応
対
し
て
(
教
師
に
対
し
て
も
、
友
だ
ち
、
家

族
に
で
も
)
、
揚
句
「
あ
の
パ
カ
が
」
と
い
っ
た
ク

ー
ル
な
心
情
に
あ
る
。
と
ら
え
よ
う
が
な
い
。
*
K

工
業
校
を
訪
問
し
た
ら
、
校
長
が
家
庭
科
の
教
員
を

採
用
す
る
と
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
直
接
会
っ
て

話
し
あ
う
こ
と
は
有
効
だ
。
肯
N
H
K
K
い
ろ
い
ろ

投
書
が
来
る
が
、
男
女
平
等
に
つ
い
て
の
投
書
は
少

、
い
。
肯
世
の
中
は
い
ろ
い
ろ
だ
け
ど
、
真
の
平
等
観

に
た
っ
た
家
庭
科
を
す
す
め
る
よ
う
、
特
に
男
子
校

の
意
識
改
革
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

引い札叫いい進地蝿晶私議議制 υ場L

電器

乙
う
い
う
基
本
的
な
問
題
を
語
り
合
う
乙
と
は
重

要
だ
と
思
う
の
で
、
終
始
興
味
深
く
聞
き
ま
し
た
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

5 
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ロー

日
教
組
第
判
次
教
育
全
国
集
会

開
催
さ
れ
る

|
|
東
京
、

1
月
幻

t
m日
|

|

立
山
ち
づ
子

家
庭
科
分
科
会
は
昨
年
の
集
会
で
共
学
を
進
め
る

う
え
で
技
術
科
と
の
話
し
合
い
が
必
要
と
の
要
望
が

出
た
の
で
、
第
一
日
め
は
技
術
科
と
合
同
会
に
な
っ

た
。
趣
旨
不
徹
底
で
、
文
部
省
の
技
術
・
家
庭
科
一

教
科
論
の
容
認
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
の
危
倶
の
発

言
が
あ
っ
た
。
第
一
日
午
後
は
柱

I
『
改
訂
学
習
指

導
要
領
批
判
」
で
は
、
北
海
道
か
ら
「
要
領
は
現
場

の
実
践
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
は
な
い
、
前
要
領
も

未
整
理
の
ま
ま
で
あ
る
、
新
設
中
学
校
，
家
庭
生
活
'

領
域
を
市
教
委
は
『
一
年
で
わ
け
が
わ
か
ら
ぬ
う
ち

に
や
る
の
が
よ
い
』
と
い
う
が
私
た
ち
は
認
識
の
深

ま
っ
た
三
年
で
や
り
た
い
、
グ
情
報
基
礎
a

は
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
た
後
に
取
り
組
む
べ
き
」
な
ど
の

提
起
を
受
け
て
討
議
。
助
言
者
は
「
私
た
ち
の
側
の

内
容
創
り
を
急
ぎ
た
い
」
と
結
ん
だ
。
柱
E
『
男
女

共
学
問
題
』
で
は
、
技
・
家
の
両
方
か
ら
実
践
報
告

(
木
材
加
工
、
大
豆
の
栽
培
・
加
工
・
調
理
、
地
域

う
ζ

と
に
つ
い
て
、
教
育
条
件
整
備
・
研
究
組
織
・

男
子
校
に
ど
う
働
き
か
け
る
か
・
運
動
を
ど
う
広
げ

る
か
等
、
東
京
・
中
学
の
谷
口
先
生
、
長
野
・
高
校

の
長
谷
川
先
生
・
斉
藤
先
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
受
け
て

活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

条
件
整
備
等
に
お
い
て
具
体
的
な
展
望
が
持
て
そ

う
で
す
が
、
実
際
に
は
我
々
が
対
決
し
て
み
な
い
と

検
証
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
つ
ま
り
「
や
る
っ
き
ゃ

な
い
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
、
男
女
共
学
の
実
現
と

成
功
に
向
け
て
我
々
教
師
が
力
を
つ
け
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
我
々
も
発
達
す
る
た
め
に
、
自
分
自

身
を
鍛
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
「
燃
え
る
意
識
」

を
参
加
者
が
持
て
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
は
ま
だ
家
庭
科
が
男
女
共
に
必

要
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
低
い
状
況
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
が
世
界
に
さ
き
が
け
て
、
家
庭
科
を
学
校
教
育

に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
乙
と
を
認
識
し
、
「
男

女
共
修
を
す
す
め
る
会
」
等
の
民
間
団
体
や
各
教
組

と
手
を
つ
な
い
で
、
よ
り
運
動
を
進
め
て
い
こ
う
と

の
ま
と
め
に
な
り
ま
し
た
。

婦
人
問
題
企
画
推
進
会
議

委
員
に
要
望

政
府
は
、
紀
元
二
千
年
に
向
け
て
、
圏
内
行
動
計

画
の
見
直
し
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

の
産
物
で
の
食
物
学
習
、
保
育
と
家
族
を
含
め
た
展

開
)
を
行
い
、
相
互
の
理
解
を
深
め
た
。
技
術
科
の

「
製
作
の
喜
び
を
学
ば
せ
た
い
」
の
目
標
は
家
庭
科

の
ご
人
の
自
立
し
た
人
聞
を
育
て
る
」
と
ず
れ
て
、

男
女
を
平
等
な
関
係
に
し
て
い
く
た
め
の
共
学
と
い

う
、
取
り
く
み
の
弱
さ
が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
。
柱

E
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
と
技
・
家
科
」
で
は
機
器

を
使
つ
て
の
実
践
報
告
。
助
言
者
に
よ
っ
て
、
ソ
フ

ト
開
発
予
算
と
し
て
文
部
省
が
よ
う
や
く
九

O
億
円

(
地
方
交
付
税
込
・
流
用
の
お
そ
れ
も
有
)
を
つ
け

た
乙
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
現
場
教
師
の
時
間
外

労
働
の
軽
減
に
結
び
つ
け
た
い
。

第
二
・
三
日
は
家
庭
科
の
み
。
第
二
日
午
前
は
小

・
中
・
高
の
全
体
会
。
柱
W
『
生
活
環
境
と
消
費
を

考
え
る
」
で
は
、
買
い
物
上
手
に
止
ま
ら
ず
、
リ
サ

イ
ク
ル
・
生
態
系
保
全
を
視
野
に
入
れ
、
地
域
の
活

動
に
も
つ
な
が
っ
た
実
践
と
討
議
。
柱
V

『
保
育
、

家
族
・
家
庭
を
考
え
る
』
で
は
報
告
者
が
四
人
中
三

人
ま
で
男
性
で
、
「
祖
父
母
に
手
紙
を
書
く
取
り
組

み
か
ら
始
め
て
き
た
が
家
庭
に
よ
っ
て
は
親
が
書
か

せ
な
い
場
合
も
出
て
き
て
い
る
。
家
庭
に
様
々
な
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
と
教
え
る
だ
け
に
は
止
ま
れ
な
い
。

生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
に
と
っ
て
家
庭
と
は
ど
う
あ

っ
た
ら
よ
い
か
を
模
索
し
て
い
る
」
(
東
京
・
小
)
、
共

働
き
で
子
育
て
奮
闘
中
の
自
分
の
家
庭
を
さ
ら
け
だ

し
た
保
育
の
展
開
(
大
阪
・
中
)
、
別
姓
で
暮
ら
す
自

分
の
結
婚
生
活
を
話
し
て
も
生
徒
た
ち
は
妙
な
顔
で

し
か
見
な
い
、
保
守
的
な
家
庭
像
、
保
育
観
を
と
わ

た
め
に
、
今
婦
人
問
題
企
画
推
進
有
識
者
会
議
で
討

議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
き
い
た
の
で
、
世
話
人
会
で

は
委
員
一
人
ひ
と
り
と
事
務
局
で
あ
る
総
理
府
婦
人

問
題
担
当
室
に
手
紙
を
出
し
て
、
次
の
乙
と
が
婦
人

問
題
企
画
推
進
有
識
者
会
議
の
「
意
見
」
に
も
り
乙

ま
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

男
女
平
等
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
婦
人
問

題
企
画
推
進
本
部
・
婦
人
問
題
担
当
室
を
法
律
の

裏
づ
け
の
あ
る
強
力
な
機
関
と
す
る
乙
と
。
そ
の

た
め
に
総
理
府
設
置
法
を
改
正
す
る
と
と
。

Z

婦
人
問
題
を
担
当
す
る
国
務
大
臣
級
の
ポ
ス
ト

を
つ
く
り
、
女
性
を
そ
の
担
当
者
と
す
る
乙
と
o

a
男
女
平
等
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
乙
と
。

刈
せ

教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
各
機
関
|
|
文

部
省
、
各
教
育
委
員
会
、
各
学
校
、
新
聞
社
、
放

速
局
、
出
版
社
等
l
l
k
男
女
平
等
部
門
、
担
当

者
を
お
く
乙
と
。

(
労
働
に
関
し
て
は
各
事
業
所
に
機
会
均
等
推
進

担
当
者
を
置
く
よ
う
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
し
、

多
く
の
自
治
体
で
担
当
の
部
門
が
出
来
て
い
ま
す

が
、
男
女
平
等
を
推
進
す
る
の
に
最
も
重
要
な
、

教
育
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
機
関
で
は
そ
う
し

た
動
き
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の

機
聞
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
か
た
ち
で
設
置
さ
れ
る

よ
う
、
気
運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
)

5.

婦
人
問
題
担
当
室
が
中
心
に
な
っ
て
、
女
子
差

す
乙
と
が
必
要
(
神
奈
川
・
高
)
な
ど
の
報
告
。
午

後
は
分
散
会
。
東
京
(
高
)
の
男
女
平
等
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
の
実
践
は
注
目
を
ひ
い
た
。

第
三
日
午
前
は
柱
羽
『
小
中
高
一
貫
の
教
育
内
容
、

条
件
整
備
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
の
進
め
方
』
を
先
達

県
か
ら
報
告
。
組
織
的
な
、
深
い
実
践
は
、
定
倒
的

な
研
究
会
の
積
み
重
ね
て
生
ま
れ
て
い
る
。

一
九
九

0
年
度

教
育
研
究
全
国
集
会
レ
ポ
ー
ト

山
浦

恒
子

全
日
本
教
職
員
組
合
協
議
会
・
日
本
高
等
学
校
教

職
員
組
合
・
全
国
私
立
学
校
教
職
員
組
合
連
合
・
教

組
共
闘
推
進
連
絡
会
の

4
つ
の
団
体
主
催
の
教
育
研

究
全
国
集
会
が
埼
玉
県
で

1
月
別
日
か
ら

2
月
3
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
家
庭
科
分
科
会
は

1
日
か

ら
3
日
ま
で
、
与
野
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
聞

か
れ
ま
し
た
。

中
東
の
湾
岸
戦
争
の
ま
っ
た
だ
な
か
、
共
同
研
究

者
の
和
田
典
子
先
生
か
ら
の
「
平
和
の
問
題
に
お
い

て
家
庭
科
は
一
歩
も
ゆ
ず
れ
な
い
。
着
眼
大
局
、
着

手
小
局
己
と
の
基
調
提
案
を
受
け
て
討
論
に
は
い
り

ま
し
た
。

『
男
女
共
学
・
共
修
を
ど
う
す
す
め
る
か
」
の
討

論
の
住
の
と
こ
ろ
で
は
、
中
学
・
高
校
の
共
学
・
必

修
実
現
に
む
け
て
問
題
点
を
ど
う
解
決
す
る
か
と
い

別
撤
廃
条
約
に
対
す
る
理
解
を
広
め
る
活
動
を
す

る
乙
と
。

具
体
的
に
は
、

山
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
つ
く
り
広
く
配
布
す
る
乙
と
。

凶
各
種
の
研
修
等
で
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
に
つ

い
て
の
学
習
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る

乙
ル
コ

6. 

家
庭
科
の
男
女
共
修
を
完
全
に
実
現
す
る
と
と
。

そ
の
た
め
に

山
す
べ
て
の
中
学
・
高
校
に
必
ず
家
庭
科
の
担
当

者
を
た
だ
ち
に
置
く
乙
と
。

(
新
教
育
課
程
の
実
施
に
向
け
て
、
乙
れ
ま
で

家
庭
科
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
学
校

で
も
今
か
ら
準
備
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
)

凶
施
設
・
設
備
の
整
備
の
た
め
に
十
分
な
予
算
措

置
を
と
る
こ
と
。

問
教
員
の
研
修
を
積
極
的
に
す
す
め
、
男
女
共
修

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
。

凶
こ
れ
ま
で
家
庭
科
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
男
子
校
に
、
家
庭
科
に
関
す
る
情
報
が
十

分
に
行
き
わ
た
る
よ
う
に
す
る
乙
と
。

。
婦
人
問
題
企
画
推
進
有
識
者
会
議
の
「
意
見
」
は
、

民
聞
を
代
表
す
る
意
見
と
し
て
、
政
府
は
乙
れ
を
参

考
に
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
意
見
」
は
今

年
度
中
に
発
表
さ
れ
る
予
定
だ
と
の
ζ

と
で
す
。

(
梶
谷
典
子
)
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一

味

違

う

一

中
教
審
「
経
過
報
告
」

半
田
た
つ
子
咽

第
十
四
期
中
央
教
育
審
議
会
(
清
水
司
会
長
)
は

朗
年
四
月
、
文
部
大
臣
か
ら
「
新
し
い
時
代
に
即
応

す
る
教
育
の
諸
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
」
諮
問
を
受

け
、
学
校
制
度
と
生
涯
学
習
に
関
す
る
二
つ
の
小
委

員
会
に
お
い
て
審
議
を
進
め
て
い
る
。
学
校
制
度
に

関
す
る
小
委
員
会
(
座
長
・
河
野
重
男
お
茶
の
水
女

子
大
学
長
)
は
、
後
期
中
等
教
育
の
改
革
と
乙
れ
に

関
連
す
る
高
等
教
育
の
課
題
に
つ
い
て
、
生
涯
学
習

に
関
す
る
小
委
員
会
は
、
生
涯
学
習
の
成
果
の
評
価

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
経
過
を

ま
と
め
た
。
そ
の
報
告
書
が
卯
年
十
二
月
十
八
日
の

総
会
で
了
承
さ
れ
た
。

新
聞
な
ど
は
、
学
校
制
度
小
委
員
会
が
提
案
し
た

'
特
定
の
分
野
で
特
に
能
力
の
伸
び
の
著
し
い
生
徒

に
対
す
る
例
外
措
置
と
し
て
、
当
面
は
数
学
を
対

象
に
、
国
歳
以
下
で
も
入
学
さ
せ
る
乙
と
を
試
行

的
に
実
施
す
る
。

+
大
学
は
、
特
定
の
高
校
出
身
者
が
集
中
せ
ず
、
で

き
る
だ
け
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
か
ら
学
生
が
入
学
で

き
る
よ
う
な
方
策
を
検
討
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

の
二
点
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
。
乙
の
具
体
策
を
生

ん
だ
中
教
審
の
思
想
は
、
「
平
等
と
効
率
の
バ
ラ
ン

ス
」
論
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
教
育
は
平
等
だ
が
、

今
や
学
力
水
準
低
下
、
激
し
い
効
率
低
下
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
制
度
の
多
く
は
複

線
型
で
、
能
力
や
資
質
に
応
じ
て
極
め
て
効
率
よ
い

が
、
平
等
と
は
言
え
な
い
。
日
本
だ
け
が
例
外
的
に

平
等
と
効
率
を
両
立
さ
せ
て
き
た
。
だ
が
、
今
や
格

差
序
列
は
、
学
生
・
生
徒
を
編
差
値
で
区
分
け
し
、

国
民
の
多
く
に
抑
圧
感
情
と
閉
塞
感
を
与
え
て
い
る
。

し
か
も
平
等
と
効
率
は
、
日
本
産
業
社
会
そ
の
も
の

の
性
格
で
も
あ
る
か
ら
、
日
本
人
全
体
の
生
き
方
を

改
め
ず
、
教
育
だ
け
よ
く
し
よ
う
と
す
る
の
は
不
可

能
と
言
う
。

「
平
等
」
を
論
議
し
な
が
ら
、
男
女
の
平
等
を
す
す

め
る
教
育
に
言
及
し
な
い
の
は
問
題
だ
が
、
今
回
の

報
告
は
、
乙
れ
ま
で
の
答
申
や
報
告
と
は
一
味
違
う
。

マ
ス
コ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
報
道
し
て
い
な
い
が
、
報
告

の
評
価
す
べ
き
点
を
挙
げ
よ
う
。
報
告
は
、
「
は
じ

め
に
」
に
続
い
て
「
根
本
の
問
題
は
何
か
」
「
高
等

学
校
の
現
状
」
「
改
革
の
基
本
方
向
は
何
か
」
「
改

革
の
具
体
的
方
策
」
「
各
方
面
に
訴
え
る
」
の
章
か

ら
成
る
が
、
そ
の
最
後
の
章
で
あ
る
。

企
業
・
官
公
庁
に
対
し
、
「
日
本
の
経
営
が
個
性

と
創
造
性
を
必
要
と
し
て
い
る
の
な
ら
、
採
用
の
仕

組
み
を
抜
本
的
に
改
革
し
、
目
を
見
張
ら
せ
る
独
自

の
評
価
方
式
を
開
発
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、

最
後
に
「
男
女
の
真
の
意
味
で
の
平
等
が
、
就
職
機

会
は
も
と
よ
り
、
昇
進
そ
の
他
社
内
の
処
遇
に
お
い

て
も
、
一
日
も
早
く
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
、

父
親
を
も
っ
と
多
く
の
時
間
家
庭
に
返
す
よ
う
に
、

企
業
・
官
庁
に
お
願
い
し
た
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
「
家
庭
へ
」
、
母
親
だ
け
に
家
事
労
働
に

加
え
て
、
子
育
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
現
状

が
、
女
性
と
し
て
の
社
会
的
仕
事
の
面
で
の
継
続
を
、

し
ば
し
ば
困
難
に
し
て
い
る
。
故
に
育
児
や
教
育
は

母
親
の
役
割
と
い
う
考
え
方
を
改
め
、
両
親
が
育
児

や
教
育
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
協
力
し
て
い
く
乙
と

が
大
切
で
、
「
父
親
も
子
ど
も
の
成
長
の
基
礎
で
あ

る
家
庭
，
つ
く
り
に
一
層
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

具
体
的
な
方
策
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判

も
反
発
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
偏
差
値
信
仰
の
構
造
解

明
に
踏
み
込
み
、
受
験
競
争
の
解
決
の
た
め
に
ま
と

も
に
取
り
組
ん
だ
点
と
、
「
各
方
面
K
訴
え
る
」
の

血
の
通
っ
た
文
章
で
、
職
業
生
活
に
お
け
る
男
女
の

平
等
と
、
父
親
が
家
庭
責
任
を
果
た
す
必
要
を
述
べ

た
点
を
評
価
す
る
。
文
部
省
が
ど
う
受
け
と
め
、
具

体
的
な
施
策
を
打
ち
出
す
か
に
注
目
し
よ
う
。
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